






























【凡例】
・本年表は、ルイス・デ・アルメイダの生涯と事績を概観できるよう作成したものである。イエズス会宣教師たちの書翰、およびルイス・フロイス『日本史』から
アルメイダが登場する記事を抽出・整理する方針をとった。

・史料の参照にあたっては、東京大学史料編纂所編『日本関係海外史料 イエズス会日本書翰集』（現在、１～６巻〈1547～1563年の書翰を収める〉まで刊行済、東京大
学出版会）、松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』（全15巻、同朋舎）、松田毅一・川崎桃太訳『フロイス日本史』（全12巻、中央公論社）、柳谷武夫訳『日
本史』（全５巻、平凡社）を利用した。なお、1572年については、岡美穂子「1572年10月５日付、天草発、ルイス・デ・アルメイダの書翰」（『東京大学史料編纂所研
究紀要』第33号、2023年）を参照した。

・原則として、書翰および『日本史』で確認できる内容を「事項」に採用し、推定に基づく内容や補足は注として末尾に付した。
・年表中の表記や表現については、東京大学史料編纂所編『日本関係海外史料 イエズス会日本書翰集』の表記を優先的に採用し、ついで松田毅一監訳『十六・七世紀
イエズス会日本報告集』をはじめとする、そのほかの訳注本の記述を尊重した。

・史料上で月日や時節が明確に記録されている場合は「月日・時節」欄に明記し、不明確な場合は空欄にしているが、「事項」における内容は基本的には時系列に沿う
ものである。

・アルメイダの生年を1525年とし、各年における彼の年齢を示す欄を設けているが、生年はあくまでも推定である。1555年９月16日付アルメイダの書翰において、
1555年時点で30歳という年齢に達している旨を記しており、当年に30歳であれば生年は1525年となる。しかし、「（30歳の）年齢に達している」という書き方からし
て、数年程度の誤差がある可能性はある。

…府内での出来事

アルメイダ年表

和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
大永5年頃 1525年頃 リスボンで生まれる。
天文15年 1546年 3月30日 ポルトガル国王ジョアン3世より医学の学位を授与される。※1 21

天文21年 1552年 コスメ・デ・トルレス司祭を訪ねるため、平戸から山口に赴く。※2　イエズス会に寄附をする。 27

弘治元年
/天文24年

1555年※3 ドゥアルテ・ダ・ガマの船で平戸に来航。
バルテザール・ガーゴ司祭に会うため豊後を訪れる。幼児救済のため1000クルザドを寄附。これとは別に、100クルザドを
ポルトガルにいる司祭たちに送付。大友義鎮（宗麟）に育児院の設立を進言するとともに、養育費を出すことを引き受ける。

30

9月 ガーゴとともに、豊後から平戸に移動。
9月16日 平戸からマカオのメルシオール・ヌーネス・バレト司祭に書翰を出す。バレト来日のための船購入費として、2000クルザドを

送付。人を介して、医薬品と軟膏を日本に送るように依頼。
弘治2年 1556年 イエズス会に入会し、5000クルザドを寄附。 31

12月25日
～4月半ば

トルレスが大友義鎮（宗麟）の許可を得て、教会に隣接した地所に病院を建設。※4 家屋1軒のうち、1室は軽い傷と病のためで、
もう1室はハンセン病患者に充てる。この病院で医師を務め、日本人医者パウロ・キョウゼンとともに、治療に従事。

弘治3年 1557年 11月1日 豊後からバレトに書翰を出す。大友義鎮（宗麟）から賜ったイエズス会への提供物（修院を建てるための博多の土地、豊後におけ
る館の跡地、移動する際に用いる馬）と、父の訃報を記す。

32

弘治4年
/永禄元年

1558年 豊後に滞在。薬局に必要なものを中国から取り寄せる。 33

2月23日
～4月9日

四旬節に朽網に滞在。20年間病気だった男性の治療を行う。

永禄2年 1559年 夏 府内の病院で200人以上の外科および内科の治療にあたる。修院で外科医術にかかる専門家の育成に取り組み、このなかには
ドゥアルテ・ダ・シルヴァ修道士も含まれる。霊魂の治療には説教を行い、身体の治療には粉薬・膏薬・焼灼剤を用いる。
ギリュルメ・ペレイラ修道士のナウ船が豊後に到着した際、乗組員が病気に罹っていたため、彼らに治療を施す。

34

11月 豊後からバレトに書翰を出す。日本人は外科医術を知らないこと、彼らに投与した薬が効果的であったことを記す。人びとが
遠方から治療に訪れ、病院の噂が都にまで広まっていると述べる。修院の日本人やインド人の召使いの助けを借りながら、当
年の夏には60人以上を回復させる。山口と博多における修院の造営費、土地の領主たちへの贈り物、およびミサ用の葡萄酒と
病人に用いるポルトガル産のオリーブ油が不足している旨を記す。

11月20日 豊後からイエズス会員に書翰を出す。130クルザドの寄附金を費やして、1軒の家屋を増設し、府内の病院を発展させたことを
記す。多くの人びとが病院での治療を契機に改宗するため、病院を補佐する修道士の派遣を依頼。※5

永禄3年 1560年 メルシオール・ディアスの書翰において、日本に滞在している宣教師として名前が載る。 35

永禄4年 1561年 6月初め 博多・度島・生月島への訪問をトルレスより命じられる。 36

6月7日 豊後を発ち、博多に向かう。道中、数名の少年に洗礼を授ける。
博多で説教を行う。18日間滞在し、当地にいた山口の国主に仕える仏僧2人を含む70人※6をキリスト教徒にする。頭痛を抱え
る男性とハンセン病患者に治療を施し、回復・改宗させる。

6月末 博多を発ち、度島へ向かう。
7～8月 度島にて。8人をキリスト教徒にする。

生月島を訪れる。キリスト教徒たちに新たに教会を作ることを指示。
獅子に移動。礼拝堂を設置する工事に着手。
飯良に移動。キリスト教徒たちに教会を作ることを指示。
海路で飯良から春日に移動。キリスト教徒たちに1軒の修院を建設するように指示。
生月島に向かう。平戸において松浦隆信に謁見すべきか否か、ドン・アントニオ（籠手田安経）に判断を仰ぐ。謁見すべきでは
ないとの言付けを受けた後、平戸に向けて出発する。
平戸に到着後、ナウ船の船長であるフェルナン・デ・ソウザを訪ね、アントニオに会う。インドから届いた祭壇画を船に掲げ、
キリスト教徒たちが見学できるように計らう。アントニオとその弟であるドン・ジョアン（一部勘解由）が祭壇画を見学する。
当地におよそ20日間滞在し、50人ほどをキリスト教徒にする。教会建設の許可を得ようと松浦隆信に依頼するが、許可が得ら
れず密かに教会を設ける。
生月島に移動。12～13人をキリスト教徒にする。新しく作られた教会に赴き、講和を行う。到着の翌日には、当地を発つ。
度島に到着。その日のうちに平戸に向けて出発する。
平戸に到る。アントニオの息子たち（籠手田栄ら）のために、アントニオ邸に礼拝室を設置。

8月22日 海路と陸路で博多に向けて移動。
8月23日 海路を進み、海賊とみられる船に遭遇。体調が悪化。
8月24日 ある大きな集落で休息し、博多に到着。博多にてキリスト教徒たちから薬と食料を受け取る。
8月25日 豊後に向けて出発。
8月末 豊後に到る。

到着後、1か月間病に伏せる。

27
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アルメイダ年表



和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
永禄4年 1561年 10月1日 豊後からゴアのアントニオ・デ・クアドロスに書翰を出す。

10月初め、体調が回復。府内周辺に教会を5つ整備するようトルレスより命じられる。
36

11月 島津貴久からマノエル・デ・メンドーサを通じてポルトガル人派遣の要請があり、トルレスより鹿児島訪問の命を受ける。
12月 豊後を発ち、朽網付近の教会で1泊。翌朝出発し、3日かけて某港に到る。逆風により某地に寄港し、1日半過ごす。

阿久根に向かう。阿久根の国主を訪問する。海路にて鹿児島に向かう。
永禄4年
/永禄5年

1562年 1月～ 道中、市来城に立ち寄る。城主・新納康久を訪問。13年前に当地を訪れた、フランシスコ・ザビエルの指示を遵守していた
ミゲルに会う。新たに9人をキリスト教徒にする。
鹿児島に到着。島津貴久を訪問し、トルレスの書翰を渡す。貴久よりインド副王宛および副管区長宛の書翰を預かる。
坊津に向かう途上、貴久の祖父を訪問。
坊津に到着し、そこに滞在していた病人たちに治療を施す。15日滞在し、9人をキリスト教徒にする。
鹿児島に到る。薩摩福昌寺住持である忍室文勝と親交を深める。忍室文勝の両目の具合が良くなかったので、目薬を携えて訪
問。福昌寺の末寺である南林寺住持に面会。貴久の家臣をはじめとする35人をキリスト教徒にし、彼らの信仰の場所として家
屋1軒を建てる。
鹿児島に4カ月ほど滞在した後、市来城を訪れる。城主の息子に対して、玄義に関する書物を当地のキリスト教徒に読み聞かせ
る役目を与える。約10日間滞在し、新たに70人ほどをキリスト教徒にする。
鹿児島に戻る。トルレスから書翰が届き、豊後に戻るよう指示を受ける。
市来城に立ち寄り、数日過ごす。当地のキリスト教徒のために、信仰を維持するための規則を残す。17日かけて豊後に赴く。
豊後に到着して約1ヵ月後、日本人青年ダミアンとともに平戸と横瀬浦に行くようトルレスより命じられる。

37

7月5日 ファン・フェルナンデス修道士とダミアンとともに、豊後を出発。
出発して5日目、博多から4レグア離れた場所に宿泊。
翌日、博多に到着。

7月12日 ダミアンを平戸に残し、日本人のベルシオールとともに、横瀬浦に向かう。
3日後、横瀬浦に到着。当地にはカピタン・モール・ペドロ・バレットのナウ船が来港しており、イエズス会の書翰を受け取る。
到着の翌日、トルレスの代わりに大村純忠と彼の執政官である朝長純利を訪問。朝長純利と横瀬浦の開港や知行給付などに関
する交渉を行う。大村側の申し出を保留する。

8月 トルレスが横瀬浦に来て、大村側の申し出を受諾する。
横瀬浦に関する協定を書面にて取り結ぶため、トルレスの指示により大村に向かう。
大村にて。大村純忠に会い協定を結ぶ。
協定を交わして5日後、横瀬浦に到る。トルレスの指示を受け、ベルシオールとダミアンを連れて横瀬浦を発ち、博多経由で
豊後に向かう。

9月 豊後に到着して7日後、修院で大友宗麟（義鎮）と晩餐をともにする。 豊後を発ち博多に向かう。博多でフェルナンデスと合流。 
9月22日 横瀬浦に到着。
10月25日 イエズス会員に書翰を出し、日本に人を派遣するよう請う。

ドン・アントニオ（籠手田安経）と松浦隆信より、トルレスの平戸派遣を要請される。
10月29日 トルレスに先んじて平戸に向かう。

平戸にて。キリスト教徒が亡くなり、盛大な葬儀を行う。
ドン・ジョアン（一部勘解由）の館で松浦隆信と晩餐をともにする。
トルレスの平戸訪問に向けて、祭壇を準備するため平戸の島々に行く。フェルナンデスを平戸の教会に残し、ドン・アントニオ
（籠手田安経）の家臣とともに横瀬浦に戻る。

12月2日 横瀬浦に着く。豊後を目指して平戸から博多に出発するトルレスを見送る。
12月25日 横瀬浦にて。降誕祭をとり行う。

教会を有する場所を壁で囲み、階段を作り、近くの泉から水を引く。菜園をはじめ修院に必要な設備を整える。
永禄6年 1563年 2月20日 横瀬浦に戻ったトルレスと会う。 38

有馬義貞の家臣である島原純茂より修道士派遣の要請があったため、トルレスの命を受け、四旬節の半ば、ベルシオールと日
本人通訳とともに、島原に向けて出発する。
トルレスの指示で義貞の従兄弟のもとに立ち寄り、5日かけて島原に到着。
島原にて。純茂と晩餐をともにする。その妻や家臣たちに説教を行う。50人ほどをキリスト教徒にする。戦のために純茂のも
とに滞在していた義貞に面会。仏教装束を着て布教を行う。

4月4日 枝の主日、島原純茂の娘をキリスト教徒にし、洗礼名マリアを授ける。
聖週の月曜日、純茂より教会を建設するための地所を与えられ、トルレス宛の書翰を託される。横瀬浦で復活祭を過ごすため、
島原を出発する。
水曜日、横瀬浦に到着。大村での家臣間の対立の報を受け、トルレスより大村への派遣を命じられる。

4月15日 復活祭の第2週、横瀬浦を発ち、大村に到着。家臣間の対立に関与し、領内の鎮静化を図る。大村純忠の居所で説教を行う。
大村にて。5、6日滞在した後、日本人3人を伴い、有馬義貞を訪ねる。義貞とキリスト教に関する問答を行う。義貞より領国
内に布教の許可が出され、説教を聞くようにという指示が載る口之津宛の書翰を託される。
島原に到着。当地に数日間滞在し、およそ70人をキリスト教徒にする。
有馬の港に向かう。島原純茂と乗船し、有馬義貞の舅・安富徳円入道の領地である深江に立ち寄り、深江城で徳円とその妻子
たちに説教を行う。
海路で口之津に到る。15日にわたり洗礼を授け、当地の領主とその妻子をはじめ約250人をキリスト教徒にする。島原に向け
て出発する。
島原にて。当地の仏僧がキリスト教徒や領主を妨害していたため、異教徒らに聴聞することを命じるよう純茂に依頼する。
200人ほどをキリスト教徒にする。海路にて口之津に向かう。
口之津に到着し、領主の承諾を得て、寺院を改築し教会を設ける。読み書きを学ばせるためにこどもたちを僧院に送るのでは
なく、教会に連れてくるように当地の大人たちを説得する。

6月7日 島原に到る。島原純茂より教会用地を寄進され、教会と大きな船が着港できる港を造営。教会周辺にかかる徴税権を与えられる。
6月25日 トルレスから書翰が送られ、横瀬浦に来るよう指示を受ける。
6月26日 口之津に向かう。教会の敷地付近に設置した十字架の側でキリスト教徒のこどもたちを埋葬する。
7月2日 島原に到着。中国からのナウ船が横瀬浦に入港したことを聞き、海路で横瀬浦に向かう。
7月5日 横瀬浦に到る。
7月6日 ドン・ペドゥロ・ダ・ゲラの船で横瀬浦に入港したルイス・フロイス司祭に会う。
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
永禄6年 1563年 7月9日 ドン・バルトロメウ（大村純忠）を訪問。純忠がIHSの文字と十字架が記されている衣服を身に着け、首には十字架を懸け

ロザリオも携えている姿を見る。純忠と午餐をともにする。都の学者たちとガスパル・ヴィレラ司祭との問答を記した一書の
内容説明を求められる。有馬義貞へ改宗を勧める純忠の伝言を預かる。

38

7月15日 横瀬浦に到着。
7月17日 トルレスの命により、豊後に向けて出発。

豊後までの途上、有馬義貞を訪問。島原に行き、新たにおよそ20人をキリスト教徒にする。口之津に立ち寄り、再び島原に移
動した後、ただちに豊後に向けて出発する。

7月25日 豊後に到着。
7月27日 臼杵に行き、大友宗麟（義鎮）に面会。

豊後に戻る。
ただちに、トルレスの指示により臼杵に行く。有馬義貞宛と龍造寺隆信宛の書翰を執筆することを大友宗麟（義鎮）に依頼する。
再び豊後に戻る。都の特使を修院に招くことを宗麟より打診される。

8月25日 豊後にて。横瀬浦の焼き討ちの報を受ける。
横瀬浦のキリスト教徒たちを助けるため、豊後を出発し、陸路で高瀬に到る。3日間滞在。
高瀬を発ち、島原に向けて出発する。
島原に到着。同船していた豊後からの人びとより忠告を受け、下船せず。状況確認のため日本人を派遣し、船で宿泊する。
翌朝、島原を発ち、口之津に到る。有馬義貞とドン・バルトロメウ（大村純忠）の父である仙巌（有馬晴純）によるキリスト教徒
迫害の影響が及んでいるため、ここでも下船せず、2日ほど過ごす。
口之津から17里離れた、仙巌の領地に向かう。仙巌の家臣と武装した人々より尋問にあい、退去を命じられる。

9月20日 2日かけて横瀬浦に到着。有馬義貞とその従兄弟である西郷純堯が和睦を結ぶという報に接する。
11月17日
※7

横瀬浦からインドの修道士に書翰を出す。

島原のドン・ジアンに訪問を請われ、トルレスとジャコベ・ゴンサルヴェス修道士とともに、横瀬浦から当地に向かう。
島原に到着後、ドン・ジアンの家に8日間滞在。
高瀬に到着するもすぐに、豊後に向かう。トルレスは病のため高瀬に留まる。
豊後に到着。 大友宗麟（義鎮）のいる臼杵に赴く。宗麟より書翰を預かり、豊後に戻る。

12月25日 豊後で降誕祭を盛大にとり行う。この頃、仙巌（有馬晴純）が仏僧を使節にたて大友宗麟（義鎮）のもとに遣わせる。仏僧が交渉
のための資金不足に陥っていたところ、彼に金の延棒を届ける。

永禄7年 1564年 豊後で四旬節と復活祭を迎える。
復活祭が終わって数日後、川尻にいるシルヴァの治療をトルレスより命じられる。
豊後を発ち、5日かけて川尻に到着。痩せ細ったシルヴァに面会する。シルヴァがトルレスに会うことを希望したため、彼を連
れて高瀬に向かう。
高瀬に到着しておよそ10日後、シルヴァの死を看取る。トルレスの代理で有馬義貞のいる島原に向かう。
島原に到り、新たに6人をキリスト教徒にする。仙巌（有馬晴純）のいる有馬に向かう。
有馬に到着するとすぐに、仙巌に謁見する。仙巌より口之津の地所と家を与えられる。
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10月14日 インドのイエズス会修道士らに書翰を出す。
口之津を発ち、島原と高瀬の間は海路で進み、高瀬から平戸までを陸路で移動する。平戸に到着するまで1ヶ月を要す。博多か
ら11里にあるキリスト教徒の町に赴き、こども6人に洗礼を授ける。
姪浜に行き、船を待ちながら約8日間滞在。

10月20日 姪浜を出発し、名護屋に到着。平戸に向けて出発。
平戸に1日滞在し、バルタザール・ダ・コスタ司祭に会う。翌日、度島に赴く。さらに翌日、ドン・アントニオ（籠手田安経）の
城に訪問する。同日には平戸に戻り、18日間滞在。

11月～ ルイス・フロイス司祭とともに、平戸を発ち、口之津に到着。トルレスとジャコベと面会し、4日間滞在。
島原に着く。島原純茂を訪問。
島原を発ち、高瀬に向かう。翌朝には出発し、朽網で1泊した後、翌日には豊後に到着。
到着から7日後、フロイスとともに臼杵に赴き、都に向かう次第を大友宗麟（義鎮）に伝える。宗麟より都の領主数人に宛てた紹
介状を与えられる。
豊後に戻る。風待ちのため、府内と港の間を3回往復しつつ、1ヶ月間留まる。

12月26日 豊後で乗船し、都に向けて出発。
3日かけて、伊予の堀江に到着。豊後に向かう途中であった、公家のマノエル賀茂在昌が訪ねてくる。出産直後の女性に薬を与
える。

永禄7年
/永禄8年

1565年 1月 8日間滞在し、6人をキリスト教徒にする。
6日かけて、塩飽に着く。
堺までの船が得られず、14里離れた坂越に移動する。およそ12日間滞在した後、堺に行く船に乗る。

40

1月27日 堺に到着し、日比屋了珪の家で歓待を受ける。
病のため25日間ほど堺に留まる。都に向かうフロイスとは別れる。キリスト教徒の医師から薬による治療を受ける。8人を
キリスト教徒にする。滞在中、日比屋了珪の娘であるモニカの婚約話に介入し、了珪に婚約を解消することを説く。ヴィレラ
の命により篠原長房を訪ね、家臣3人をキリスト教徒にする。出発に際し、日比屋了珪から茶会の接遇を受ける。
飯盛に向かうため、ある川でサンチョ三箇（三箇頼照）が準備した船に乗る。飯盛城の麓で下船し、駕籠に乗り、山頂に到る。
翌朝、ヴィレラとともに、三好長慶を訪ねる（この時、三好長慶の死は伏せられており、実際に面会したのは三好重存〈後の
三好義継〉）。城下の教会に行き、8人をキリスト教徒にする。自身の治療のため、サンチョ三箇が用意した駕籠に乗り、都に向
かう。
都に到着後、約2か月間、療養する。都に滞在中、フロイスとともに、公方様の宮殿・職人商人の町・市街の中央にある阿弥陀
の寺院・森にある五十の僧院を見学する。※8

4月29日 奈良に向けて出発し、その日の夜に到着する。
4月30日 キリスト教徒2人を訪問するため、多聞城に向かう。
5月1日 興福寺・春日大社・手向山八幡宮・東大寺を訪問する。

奈良を出発し、十市に到り、十市城を訪ねる。3日間滞在。
十市を出発し沢城に赴き、城内の教会に宿泊する。高山図書に会う。9人をキリスト教徒にする。
乗船して堺に向かう。日比屋了珪の家に宿泊しながら、3日のあいだ船の出帆を待つ。
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
永禄8年 1565年 5月15日 堺を出発する。堺の医師である養方パウロを豊後へ連れていく。 40

13日かけて豊後に到着する。
到着から4日後、大友宗麟（義鎮）を訪ねるため、臼杵に向かう。教会を建設する場所を宗麟に請い、居城近くの地所をもらい受
ける。
豊後に戻り、2・3日滞在した後、有馬に向けて出発する。
陸路と海路で8日かけて、島原に到着。トルレスに面会。口之津に向かう。
口之津に到着。中国を出発したドン・ジョアン・ペレイラのナウ船が福田に到着したとの報を受け、福田に移動する。
福田に到着して15日後、豊後から来たベルショール・デ・フィゲイレド司祭と一緒にいた際に、トルレスよりドン・バルトロメウ
（大村純忠）の娘を治療するため大村に向かうよう指示を受ける。
大村に着く。バルトロメウの娘が病の危機的な状態を脱した後、福田に赴く。
福田に到着。トルレスからの書翰を受け取り、豊後に戻るよう指示を受ける。
口之津に到る。トルレスの体調不良のため8～10日留まる。トルレスが回復した後、臼杵に修道院を建設するため、豊後に向
けて出発する。
海路にて島原に立ち寄り、およそ8日間滞在する。当地の埋葬地が不足しているというキリスト教徒の訴えを聞き、埋葬地に適
する地所を仙巌（有馬晴純）に請う。仙巌より3つの島を与えられる。高貴なキリスト教徒であるドン・ジアンの葬儀をトルレス
の代わりにとり行う。

10月25日 福田からイエズス会修道士らに書翰を出す。
口之津に向けて出発。当地にいるトルレスのもとに滞在し、降誕祭を過ごす。

永禄8年
/永禄9年

1566年 1月 口之津にて。トルレスの指示により、五島への派遣が決まる。約15日間、船の出帆を待つ。 41

1月半ば 口之津を出発し、福田に1日滞在した後、五島に向かう。
海路で8日かけ、大値賀に到着する。宇久純定を訪問。

1月22日 大値賀にて。体調不良のなか当地の家臣たちに対面する。
2月5日 宇久純定に人を遣わし、家臣のみならず純定が説教に臨席すること、そのための場所を定めることを請う。

返答を得て、日本人修道士ロレンソとともに、純定の邸宅において400人以上の前で説教を行う。
説教の翌日、純定が熱病に罹ったことにより、仏僧から糾弾を受ける。多数の薬を所持しており治療の経験が豊富であること、
脈と尿を調べる許可を得たい旨を、某貴人を介して純定に伝える。純定の尿が送られてきたので、彼に会いに行く。脈を取り、
病気について説明する。薬の準備のため辞去する際に、服用の方法を説く。解熱の効用のある金を塗った丸薬3粒を純定に送る。
次の日、純定の脈をとり、熱が下がったことを確認する。純定が再び頭痛を起こしたため、夜に彼のもとに行き、頭痛薬を作る。
さらに翌日、純定の脈をとり、回復したことを伝える。純定より返礼を受ける。

2月24日 純定の妻、兄弟、息子をはじめ、多数の人びとの前で説教を行う。
純定の指の具合が悪くなったため、彼の要請により薬を送る。
純定の伯叔母が重病に罹り、彼の懇願を受け、彼女に薬を与え回復させる。彼の娘や庶子・甥・兄弟にも薬による治療を施す。
純定より、教会のための地所をもらい、修道院建設の援助を得て、さらに教会における慈善事業のための寄附を受ける。
大値賀の退居に際して、洗礼式をとり行う。
奥浦の人びとの求めに応じ当地に向かう。純定の許可を得て、教会を建設する。

3月17日 島原のベルショール・デ・フィゲイレド司祭に書翰を出す。※9
6月24日 奥浦で、2度の洗礼式を行い、合計123人をキリスト教徒にする。

大値賀に赴き、25日間滞在。多くの人々に洗礼を授けるとともに、教会を建設する。
奥浦に戻るも、体調を崩す。松浦隆信がドン・アントニオ（籠手田安経）を司令官として200艘からなる大艦隊で来襲するとの
報に接する。身体が衰弱しているなか山頂に避難する。トルレスが体調を気遣い、口之津に戻ることを指示する。
海路を進み福田に上陸する。ガスパル・ヴィレラ司祭に会い、彼とともに4日間留まる。
トルレスを訪ねるため、陸路により口之津に向かう。当地で20日間滞在。この間、島原の異教徒、および島原純茂から
キリスト教への圧迫を受ける。トルレスの命により、志岐に向かう。

10月20日 志岐からイエズス会修道士らに書翰を出す。
志岐にて。志岐鎮経に洗礼名ドン・ジョアンを与え、キリスト教徒にする。※10 鎮経の兄弟1人と甥たちをはじめとする約500
人をキリスト教徒にする。

冬の初め 臼杵に教会と司祭館を建設するという大友宗麟（義鎮）の意向を実現するため、トルレスより豊後に派遣される。
永禄10年 1567年 トルレスの命で長崎に派遣される。 42

永禄11年 1568年 聖週間を口之津で過ごす。 43

7月 志岐にて。トルレスを中心として司祭と修道士が参集する協議が行われ、各人が駐在する場所が定められる。
10月20日 ドン・ベルショール・カルネイロ司教に書翰を出す。

永禄12年 1569年 トルレスの指示により、志岐に派遣される。志岐に滞在し、若干の人をキリスト教徒にする。
四旬節の数日前、天草鎮尚の要請を受けたトルレスの指示により、天草に派遣される。河内浦で鎮尚に面会。到着して20日後、
布教に関する5つの要求を鎮尚に承諾させる。鎮尚の家臣をはじめ570人をキリスト教徒にする。
ポルトガル船来航の候補地として、﨑津を視察する。港の山上に木製の水槽2基、鉄製の小砲2門を設置させる。
鎮尚の兄弟および仏僧の妨害があったため、当地における布教を命じる書翰を認めるよう大友宗麟（義鎮）に依頼する。書翰に
て宗麟の承諾を得るとともに、緞子三反を受け取る。鎮尚の兄弟たちから再び妨害があり、河内浦での布教が困難となったた
め、トルレスのいる大村に向かう決心をする。
河内浦を出ると、鎮尚の兄弟たちが謀反を起こしたので、宗麟に書翰を送り、仲介を求める。
宗麟は鎮尚の兄弟宛の書翰と、鎮尚宛の書翰を認め、仲介に応じる。
宗麟のもとに向かい、トルレス宛の書翰を認めることを宗麟に請う。宗麟の好意に対する返礼として、イエズス会が有する寄
附金を宗麟に送ることを発案する。

44

10月22日 日田からニセヤのカルネイロに書翰を出す。
11月初め ジョアン・バウティスタ司祭とともに、口之津を発ち豊後に向かう。

高瀬に到着。大友宗麟（義鎮）と大内輝弘を訪問するため、バウティスタと別れ日田に向かう。
4日後日田に到着し、宗麟に会う。トルレスの命により、輝弘のもとへ派遣される。道中の護衛のため、宗麟より一家臣と兵士
30人を与えられる。
2日かけて輝弘の滞在地に到着する。トルレス宛の返書を預かり、別れる。
2日かけて秋月に到着し、秋月種実に会う。10日間滞在し、24人をキリスト教徒にする。
5日かけて豊後に到着。豊後にバウティスタとともに8日間滞在し、 宗麟の居住する臼杵に向かう。
臼杵の教会を訪れ、10日間滞在。豊後の教会に赴く。トルレスの命で、バウティスタの代わりに豊後の教会に留まる。府内の
高貴なキリスト教徒の埋葬をとり行う。宗麟が毛利元就との戦に勝ったとの知らせを受け取る。

30
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
永禄12年
/永禄13年
/元亀元年

1570年 2月初め 大友宗麟（義鎮）を訪ね、島津義久宛をはじめ書翰9通を認めてくれるよう、宗麟に依頼することをトルレスより命じられる。 45

2月15日 豊後を発つ。
3日かけて日田に到着。大友宗麟（義鎮）を訪問。宗麟、右筆に書翰を書かせ、署名を加える。秋月種実が宗麟に贈った掛け布を
下賜される。
日田を発ち、種実の居所から5里の地に赴き、5日間滞在する。
秋月に出向き10日間滞在。種実の家臣30人をキリスト教徒にする。

3月19日 トルレスの滞在する大村に向かうため、秋月を発つ。
3月21日 高瀬に到着し、大村行の船に乗る。強風のため高瀬から3里の入り江に避難する。
3月22日 夜に改めて大村に向けて出帆する。夜半に有馬の海岸に到り、海賊船に遭遇。身に着けているもの全て奪われる。
3月23日 高瀬から5里の砂浜に打ち上げられる。寒さで瀕死の中、付近の漁師たちに歓待される。
3月24日 復活祭を口之津で行うため、同地に赴くことをキリスト教徒から請われる。同日夜、出発する。

夜半に口之津に到着する。下船後すぐに教会に向かい、フィゲイレドから迎えられる。
3月27日 口之津で復活祭に列席。
4月～ トルレスに会うため、口之津を発ち大村に向かう。

大村に到着。大村では戦が起きることが予想されるため、ドン・バルトロメウ（大村純忠）の要請により、トルレスは長崎の教
会に向かう。トルレスの代わりに大村に留まる。15日後、トルレスの命で長崎の教会に赴く。
戦に際し教会を保護してもらうことを懇願するため、大友宗麟（義鎮）と軍の大将3人を訪問するよう、トルレスより指示を受け
る。長崎を発ち、口之津に向かう。
口之津を出発し、高瀬に向かう。
高瀬から2日の道のりにある大友宗麟（義鎮）の滞在地に行く。トルレスへの返書、および護衛を付けることを命じる某武将宛の
書翰を宗麟より受け取る。宗麟の家臣である武将と面会し、ドン・バルトロメウ（大村純忠）が宗麟を助力すると述べた旨を伝
える。約3日間滞在し、多数の兵士に説教を行う。他の武将を訪問するため陣営を発つ。
秋月種実領内のキリスト教徒の集落に着き、約7日間滞在する。幾人かの異教徒をキリスト教徒にする。
宗麟の書翰と、軍の武将たちの書翰を人に託して、トルレスのもとに遣わす。
秋月から2日を要する位置にあるキリスト教徒の集落（博多近辺）に赴き、8人をキリスト教徒にする。キリスト教徒の島々を訪
問するため、平戸に向けて出発する。
平戸にて。キリスト教徒の集落を多数巡り、たえず説教を行う。宗麟から書状が届き、フランシスコ・カブラル司祭を訪問す
るならば、城に立ち寄るように請われる。カブラルの到着と宗麟の招待を受け、平戸を発つ。
3日かけて、宗麟の居所に行く。教会維持の俸禄に関するカブラル宛の書翰を宗麟から受け取り、カブラルがいる志岐に向けて
出発する。
志岐にて。フロイスを除くすべての司祭が集まり、各司祭館における人員配置等についての協議を行う。協議の後、カブラル
が諸教会を訪問するにあたり、その同伴者として指名される。
志岐を発ち、樺島に赴く。若干の異教徒をキリスト教徒にする。
志岐から福田を訪ねる。
福田から長崎の教会に到り、150人以上をキリスト教徒にする。
長崎から大村に行き、純忠を訪問する。
大村から口之津に向かう。※11 有馬義貞を訪問。
口之津から島原に移動。
島原から宗麟のいる地に赴く。
宗麟を訪問した後、秋月種実領のキリスト教徒を見舞う。
ついで博多に行き、およそ10人をキリスト教徒にする。
博多を発つ。キリスト教徒の某集落を訪れた後、平戸に向けて出発する。

10月15日 五島に向かう途上、平戸からイエズス会の司祭および修道士に書翰を出す。
元亀2年 1571年 カブラルと博多で4日間滞在。若干の人をキリスト教徒にする。

天草鎮尚に請われ、カブラルと日本人修道士ヴィンセンテとともに天草（本渡）に滞在。※12 降誕祭を天草で過ごす。
46

元亀3年 1572年 天草にて。降誕祭以後、700人を改宗させる。
教会の意向を無視する日本人通訳を、ドン・ミゲル（天草鎮尚）の賛同を得て追放する。
日本人通訳が志岐へ向かったため、ヴァスに注意喚起の書翰を出す。

47

10月5日 天草よりインド管区長アントニオ・デクアドロス宛に書翰を出す。
天正3年 1575年 有馬にて。50人を改宗させる。

島原にて。70人を改宗させる。
口之津にて。島原にいる日本人青年バルトロメウが訪問してくる。島原で受けた迫害について相談を受ける。

50

天正3年
/天正4年

1576年 1月31日 口之津より豊後の司祭宛に書翰を出す。 51

ガスパル・コエリュ司祭が有馬を治める東殿を仏僧から遠ざけるため、その交渉として東殿に銀を送るに際し、協力する。
口之津にて。大友宗麟（義鎮）の次男・親家がキリスト教徒となり、このことを知った有馬義貞がアルメイダを頼りに当地に来る。
洗礼を授けられたドン・アンデレ（有馬義貞）が有家に移動し、その4・5日後にコエリュとともにアンデレを訪問。
有馬にて。アンデレが寺院と宿坊および仏僧の収入をイエズス会に与え、アルメイダに管理させることを打診するが、これを
断り教会のみを建てる。

6月23日 口之津にて。アフォンソ・ゴンサルヴェス司祭の来航を出迎える。この2カ月で8000人以上をキリスト教徒にする。
天草久種が家臣と領民とともにキリスト教徒になることを決心したので、洗礼を授けるため天草に向かう。
カブラルの命でアントニオ・ロペス司祭とともに高来に送られる。※13
有馬にて。ドン・アンデレ（有馬義貞）が死去。彼の葬儀を見届ける。※14

天正5年 1577年 1月2日 有馬にて。有馬鎮純から有馬の教会を退去するよう求められ、ロペスとともに口之津へ行く。 52

口之津にて。カブラルの指示で、幾人かのこどもたちに洗礼を授けるため、当地にひとりで残る。
有馬に行く。少年たちを大勢引きつれて、城の麓で詩篇や祈りを歌いながらキリスト教徒の埋葬を行う。
カブラルの指示を受け、口之津から本渡に向かう。本渡で人びとに洗礼を授ける。
島津義久の要請を受けたカブラルの命で、ロペス・バルタザール司祭とヴァスとともに口之津から薩摩に向かう。※15 ※16

天正6年 1578年 鹿児島に滞在し布教する。仏僧による妨害と自身の重病に苦しめられる。
薩摩から書翰を送る。
大友宗麟（義鎮）の日向出兵に伴い、宗麟より同行の指名を受けて、薩摩から臼杵に呼び戻される。

53

10月4日 ドン・フランシスコ（大友宗麟・義鎮）と妻ジュリアに同行するカブラルに従い、日本人ジョアンとともに土持領に向けて臼杵
を出発する。
海路にて保戸を経由し、出発から2・3日後に土持に到着する。

31
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
天正6年 1578年 12月11日 病気のため務志賀付近に滞在。大友宗麟の敗走を受け、豊後に向かう。 53

老齢と病気のためカブラルから駄馬を与えられ、宗麟より遅れて豊後に到着する。途上、フロイスと再会。
天正8年 1580年 マカオにて。司祭に叙階され、ドン・ミゲル・ダ・ガーマの船で長崎に帰着。天草に赴く。 55

天正9年 1581年末 長崎にて。アレッサンドロ・ヴァリニャーノ巡察師が挙行した会議に参席。 56

天正10年 1582年 病床にあるドン・ミゲル（天草鎮尚）に付き添う。鎮尚が死去し、葬儀を営む。
副管区長ガスパル・コエリュ司祭の命で薩摩に派遣され、島津義久に会う。鹿児島に滞在するための地所を与えられる。
仏僧の妨害に遭い、義久の命で薩摩を退去し、コエリュが滞在する高来に向かおうとする。

57

天正11年 1583年 10月 天草にて死去。司祭たちによって盛大な葬儀が営まれる。 58

※1 海老澤有道『切支丹の社會活動及南蠻醫學』（冨山房、1944年)を参照。
※2 この年、日本に来航したポルトガル商船は、ドゥアルテ・ダ・ガマの船のみであるが、その他私貿易の船は多く往来していたと考えられる。もしアルメイダがガマの船

に同乗していたと推測するならば、上川を出発、８月14日に鹿児島に到着し、平戸に向かったことになる。
※3 1555年11月20日付のフェルナンデス・メンデス・ピントの書翰と、1555年11月23日付のメルシオール・ヌーネス・バレトの書翰には、彼らが乗る船がシンガポール

海峡で座礁し、付近に停泊していたルイス・デ・アルメイダを船長とする船により救助されたことが記されている。また、パタニにて、アルメイダが現地の船の乗組員
60人以上を殺害し、船を焼き払ったことが記録されている。さらに、1556年１月７日付のルイス・フロイスの書翰には、バレトとともに、広東に到り、捕囚解放に尽
力したことが載る。これらの書翰に登場する船長・アルメイダと、本年表で扱うアルメイダを同一人物とみるか否かは、見解が分かれる。

※4 府内にはイエズス会の敷地が２か所あり、宣教師の書翰にはそれぞれ「上の地所」「下の地所」と表記されている。このとき、病院が建設されたのは「下の地所」にあたり、
1553年に大友義鎮（宗麟)から与えられた土地である。同年に十字架を立て、教会も建設したとみられる。なお、「上の地所」は1556年にイエズス会が購入した
土地で、「下の地所」に隣接し、同年11月１日、200人以上が収容できる教会が建設されたと記録されている。1557年10月29日付ガスパル・ヴィレラの書翰、1559年11
月１日付バルタザール・ガーゴの書翰、および鹿毛敏夫『大友義鎮―国君、以道愛人、施仁発政―』（ミネルヴァ書房、2021年)を参照。

※5 1560年１月15日付メルシオール・ヌーネス・バレトの書翰に、アルメイダについての言及がある。この時期、中国の商品を日本で交易し、司祭たちの運営費にあて、日
本語をすでに解していたと記されている。

※6 1561年10月８日付ファン・フェルナンデスの書翰、およびフロイス『日本史』第１部30章では、キリスト教徒にしたのは60人とある。
※7 ローマ・イエズス会文書館の古写本に記載された日付を採用した。なお、『エヴォラ版日本書翰集』には「11月12日」とあり、書翰の日付が異なる。
※8 このとき、二条邸・百万遍知恩寺・大徳寺を見学したと推定される。五野井隆史『ルイス・フロイス』（吉川弘文館、2020年)を参照。
※9 1566年３月17日付アルメイダ書翰について、松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅲ期第３巻は「平戸より」と表題をつけており、アルメイダがこの時

点で平戸にいるように読める。しかし、同年10月20日付アルメイダ書翰において、アルメイダが伝聞として平戸に関する同様の情報を記しているため、アルメイダ自身
は平戸には行っていないと判断される。

※10 1567年10月13日付アイレス・サンシェスの書翰では志岐鎮経が洗礼を受けたのは９月と記すが、同年10月20日付アルメイダの書翰の追記には、この書翰を認めた後
で志岐鎮経が受洗した旨が記されているため、鎮経の受洗は10月20日、あるいはその直後と考えられる。

※11 『日本史』第１部92章によれば、カブラルは大村の後に鈴田村を訪れている。アルメイダも同地に同行していたと推定されるが、自身の書翰では鈴田訪問について言及し
ていない。

※12 1571年９月22日付カブラルの書翰によれば、本年、カブラルは豊後、志岐にも訪問している。これらの行程にアルメイダが同行していた可能性は高いが、推測にとどまる。
※13 天草と高来いずれを先に訪れたかは不詳。
※14 1577年９月１日付フランシスコ・カブラルの書翰によれば、有馬義貞の死去は聖アンドレアの祝祭から約22日後のこと、すなわち1576年12月下旬であると読める。
※15 ルイス・フロイス『日本史』第２部37章には、山川港に滞在していたとの言及がある。
※16 このときヴァスは、16年前にアルメイダが洗礼を授けた守将と会っており、アルメイダも同席した可能性はある。
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
天正6年 1578年 12月11日 病気のため務志賀付近に滞在。大友宗麟の敗走を受け、豊後に向かう。 53

老齢と病気のためカブラルから駄馬を与えられ、宗麟より遅れて豊後に到着する。途上、フロイスと再会。
天正8年 1580年 マカオにて。司祭に叙階され、ドン・ミゲル・ダ・ガーマの船で長崎に帰着。天草に赴く。 55

天正9年 1581年末 長崎にて。アレッサンドロ・ヴァリニャーノ巡察師が挙行した会議に参席。 56

天正10年 1582年 病床にあるドン・ミゲル（天草鎮尚）に付き添う。鎮尚が死去し、葬儀を営む。
副管区長ガスパル・コエリュ司祭の命で薩摩に派遣され、島津義久に会う。鹿児島に滞在するための地所を与えられる。
仏僧の妨害に遭い、義久の命で薩摩を退去し、コエリュが滞在する高来に向かおうとする。

57

天正11年 1583年 10月 天草にて死去。司祭たちによって盛大な葬儀が営まれる。 58

※1 海老澤有道『切支丹の社會活動及南蠻醫學』（冨山房、1944年)を参照。
※2 この年、日本に来航したポルトガル商船は、ドゥアルテ・ダ・ガマの船のみであるが、その他私貿易の船は多く往来していたと考えられる。もしアルメイダがガマの船

に同乗していたと推測するならば、上川を出発、８月14日に鹿児島に到着し、平戸に向かったことになる。
※3 1555年11月20日付のフェルナンデス・メンデス・ピントの書翰と、1555年11月23日付のメルシオール・ヌーネス・バレトの書翰には、彼らが乗る船がシンガポール

海峡で座礁し、付近に停泊していたルイス・デ・アルメイダを船長とする船により救助されたことが記されている。また、パタニにて、アルメイダが現地の船の乗組員
60人以上を殺害し、船を焼き払ったことが記録されている。さらに、1556年１月７日付のルイス・フロイスの書翰には、バレトとともに、広東に到り、捕囚解放に尽
力したことが載る。これらの書翰に登場する船長・アルメイダと、本年表で扱うアルメイダを同一人物とみるか否かは、見解が分かれる。

※4 府内にはイエズス会の敷地が２か所あり、宣教師の書翰にはそれぞれ「上の地所」「下の地所」と表記されている。このとき、病院が建設されたのは「下の地所」にあたり、
1553年に大友義鎮（宗麟)から与えられた土地である。同年に十字架を立て、教会も建設したとみられる。なお、「上の地所」は1556年にイエズス会が購入した
土地で、「下の地所」に隣接し、同年11月１日、200人以上が収容できる教会が建設されたと記録されている。1557年10月29日付ガスパル・ヴィレラの書翰、1559年11
月１日付バルタザール・ガーゴの書翰、および鹿毛敏夫『大友義鎮―国君、以道愛人、施仁発政―』（ミネルヴァ書房、2021年)を参照。

※5 1560年１月15日付メルシオール・ヌーネス・バレトの書翰に、アルメイダについての言及がある。この時期、中国の商品を日本で交易し、司祭たちの運営費にあて、日
本語をすでに解していたと記されている。

※6 1561年10月８日付ファン・フェルナンデスの書翰、およびフロイス『日本史』第１部30章では、キリスト教徒にしたのは60人とある。
※7 ローマ・イエズス会文書館の古写本に記載された日付を採用した。なお、『エヴォラ版日本書翰集』には「11月12日」とあり、書翰の日付が異なる。
※8 このとき、二条邸・百万遍知恩寺・大徳寺を見学したと推定される。五野井隆史『ルイス・フロイス』（吉川弘文館、2020年)を参照。
※9 1566年３月17日付アルメイダ書翰について、松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅲ期第３巻は「平戸より」と表題をつけており、アルメイダがこの時

点で平戸にいるように読める。しかし、同年10月20日付アルメイダ書翰において、アルメイダが伝聞として平戸に関する同様の情報を記しているため、アルメイダ自身
は平戸には行っていないと判断される。

※10 1567年10月13日付アイレス・サンシェスの書翰では志岐鎮経が洗礼を受けたのは９月と記すが、同年10月20日付アルメイダの書翰の追記には、この書翰を認めた後
で志岐鎮経が受洗した旨が記されているため、鎮経の受洗は10月20日、あるいはその直後と考えられる。

※11 『日本史』第１部92章によれば、カブラルは大村の後に鈴田村を訪れている。アルメイダも同地に同行していたと推定されるが、自身の書翰では鈴田訪問について言及し
ていない。

※12 1571年９月22日付カブラルの書翰によれば、本年、カブラルは豊後、志岐にも訪問している。これらの行程にアルメイダが同行していた可能性は高いが、推測にとどまる。
※13 天草と高来いずれを先に訪れたかは不詳。
※14 1577年９月１日付フランシスコ・カブラルの書翰によれば、有馬義貞の死去は聖アンドレアの祝祭から約22日後のこと、すなわち1576年12月下旬であると読める。
※15 ルイス・フロイス『日本史』第２部37章には、山川港に滞在していたとの言及がある。
※16 このときヴァスは、16年前にアルメイダが洗礼を授けた守将と会っており、アルメイダも同席した可能性はある。
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
天正6年 1578年 12月11日 病気のため務志賀付近に滞在。大友宗麟の敗走を受け、豊後に向かう。 53

老齢と病気のためカブラルから駄馬を与えられ、宗麟より遅れて豊後に到着する。途上、フロイスと再会。
天正8年 1580年 マカオにて。司祭に叙階され、ドン・ミゲル・ダ・ガーマの船で長崎に帰着。天草に赴く。 55

天正9年 1581年末 長崎にて。アレッサンドロ・ヴァリニャーノ巡察師が挙行した会議に参席。 56

天正10年 1582年 病床にあるドン・ミゲル（天草鎮尚）に付き添う。鎮尚が死去し、葬儀を営む。
副管区長ガスパル・コエリュ司祭の命で薩摩に派遣され、島津義久に会う。鹿児島に滞在するための地所を与えられる。
仏僧の妨害に遭い、義久の命で薩摩を退去し、コエリュが滞在する高来に向かおうとする。

57

天正11年 1583年 10月 天草にて死去。司祭たちによって盛大な葬儀が営まれる。 58

※1 海老澤有道『切支丹の社會活動及南蠻醫學』（冨山房、1944年)を参照。
※2 この年、日本に来航したポルトガル商船は、ドゥアルテ・ダ・ガマの船のみであるが、その他私貿易の船は多く往来していたと考えられる。もしアルメイダがガマの船

に同乗していたと推測するならば、上川を出発、８月14日に鹿児島に到着し、平戸に向かったことになる。
※3 1555年11月20日付のフェルナンデス・メンデス・ピントの書翰と、1555年11月23日付のメルシオール・ヌーネス・バレトの書翰には、彼らが乗る船がシンガポール

海峡で座礁し、付近に停泊していたルイス・デ・アルメイダを船長とする船により救助されたことが記されている。また、パタニにて、アルメイダが現地の船の乗組員
60人以上を殺害し、船を焼き払ったことが記録されている。さらに、1556年１月７日付のルイス・フロイスの書翰には、バレトとともに、広東に到り、捕囚解放に尽
力したことが載る。これらの書翰に登場する船長・アルメイダと、本年表で扱うアルメイダを同一人物とみるか否かは、見解が分かれる。

※4 府内にはイエズス会の敷地が２か所あり、宣教師の書翰にはそれぞれ「上の地所」「下の地所」と表記されている。このとき、病院が建設されたのは「下の地所」にあたり、
1553年に大友義鎮（宗麟)から与えられた土地である。同年に十字架を立て、教会も建設したとみられる。なお、「上の地所」は1556年にイエズス会が購入した
土地で、「下の地所」に隣接し、同年11月１日、200人以上が収容できる教会が建設されたと記録されている。1557年10月29日付ガスパル・ヴィレラの書翰、1559年11
月１日付バルタザール・ガーゴの書翰、および鹿毛敏夫『大友義鎮―国君、以道愛人、施仁発政―』（ミネルヴァ書房、2021年)を参照。

※5 1560年１月15日付メルシオール・ヌーネス・バレトの書翰に、アルメイダについての言及がある。この時期、中国の商品を日本で交易し、司祭たちの運営費にあて、日
本語をすでに解していたと記されている。

※6 1561年10月８日付ファン・フェルナンデスの書翰、およびフロイス『日本史』第１部30章では、キリスト教徒にしたのは60人とある。
※7 ローマ・イエズス会文書館の古写本に記載された日付を採用した。なお、『エヴォラ版日本書翰集』には「11月12日」とあり、書翰の日付が異なる。
※8 このとき、二条邸・百万遍知恩寺・大徳寺を見学したと推定される。五野井隆史『ルイス・フロイス』（吉川弘文館、2020年)を参照。
※9 1566年３月17日付アルメイダ書翰について、松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅲ期第３巻は「平戸より」と表題をつけており、アルメイダがこの時

点で平戸にいるように読める。しかし、同年10月20日付アルメイダ書翰において、アルメイダが伝聞として平戸に関する同様の情報を記しているため、アルメイダ自身
は平戸には行っていないと判断される。

※10 1567年10月13日付アイレス・サンシェスの書翰では志岐鎮経が洗礼を受けたのは９月と記すが、同年10月20日付アルメイダの書翰の追記には、この書翰を認めた後
で志岐鎮経が受洗した旨が記されているため、鎮経の受洗は10月20日、あるいはその直後と考えられる。

※11 『日本史』第１部92章によれば、カブラルは大村の後に鈴田村を訪れている。アルメイダも同地に同行していたと推定されるが、自身の書翰では鈴田訪問について言及し
ていない。

※12 1571年９月22日付カブラルの書翰によれば、本年、カブラルは豊後、志岐にも訪問している。これらの行程にアルメイダが同行していた可能性は高いが、推測にとどまる。
※13 天草と高来いずれを先に訪れたかは不詳。
※14 1577年９月１日付フランシスコ・カブラルの書翰によれば、有馬義貞の死去は聖アンドレアの祝祭から約22日後のこと、すなわち1576年12月下旬であると読める。
※15 ルイス・フロイス『日本史』第２部37章には、山川港に滞在していたとの言及がある。
※16 このときヴァスは、16年前にアルメイダが洗礼を授けた守将と会っており、アルメイダも同席した可能性はある。
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
天正6年 1578年 12月11日 病気のため務志賀付近に滞在。大友宗麟の敗走を受け、豊後に向かう。 53

老齢と病気のためカブラルから駄馬を与えられ、宗麟より遅れて豊後に到着する。途上、フロイスと再会。
天正8年 1580年 マカオにて。司祭に叙階され、ドン・ミゲル・ダ・ガーマの船で長崎に帰着。天草に赴く。 55

天正9年 1581年末 長崎にて。アレッサンドロ・ヴァリニャーノ巡察師が挙行した会議に参席。 56

天正10年 1582年 病床にあるドン・ミゲル（天草鎮尚）に付き添う。鎮尚が死去し、葬儀を営む。
副管区長ガスパル・コエリュ司祭の命で薩摩に派遣され、島津義久に会う。鹿児島に滞在するための地所を与えられる。
仏僧の妨害に遭い、義久の命で薩摩を退去し、コエリュが滞在する高来に向かおうとする。

57

天正11年 1583年 10月 天草にて死去。司祭たちによって盛大な葬儀が営まれる。 58

※1 海老澤有道『切支丹の社會活動及南蠻醫學』（冨山房、1944年)を参照。
※2 この年、日本に来航したポルトガル商船は、ドゥアルテ・ダ・ガマの船のみであるが、その他私貿易の船は多く往来していたと考えられる。もしアルメイダがガマの船

に同乗していたと推測するならば、上川を出発、８月14日に鹿児島に到着し、平戸に向かったことになる。
※3 1555年11月20日付のフェルナンデス・メンデス・ピントの書翰と、1555年11月23日付のメルシオール・ヌーネス・バレトの書翰には、彼らが乗る船がシンガポール

海峡で座礁し、付近に停泊していたルイス・デ・アルメイダを船長とする船により救助されたことが記されている。また、パタニにて、アルメイダが現地の船の乗組員
60人以上を殺害し、船を焼き払ったことが記録されている。さらに、1556年１月７日付のルイス・フロイスの書翰には、バレトとともに、広東に到り、捕囚解放に尽
力したことが載る。これらの書翰に登場する船長・アルメイダと、本年表で扱うアルメイダを同一人物とみるか否かは、見解が分かれる。

※4 府内にはイエズス会の敷地が２か所あり、宣教師の書翰にはそれぞれ「上の地所」「下の地所」と表記されている。このとき、病院が建設されたのは「下の地所」にあたり、
1553年に大友義鎮（宗麟)から与えられた土地である。同年に十字架を立て、教会も建設したとみられる。なお、「上の地所」は1556年にイエズス会が購入した
土地で、「下の地所」に隣接し、同年11月１日、200人以上が収容できる教会が建設されたと記録されている。1557年10月29日付ガスパル・ヴィレラの書翰、1559年11
月１日付バルタザール・ガーゴの書翰、および鹿毛敏夫『大友義鎮―国君、以道愛人、施仁発政―』（ミネルヴァ書房、2021年)を参照。

※5 1560年１月15日付メルシオール・ヌーネス・バレトの書翰に、アルメイダについての言及がある。この時期、中国の商品を日本で交易し、司祭たちの運営費にあて、日
本語をすでに解していたと記されている。

※6 1561年10月８日付ファン・フェルナンデスの書翰、およびフロイス『日本史』第１部30章では、キリスト教徒にしたのは60人とある。
※7 ローマ・イエズス会文書館の古写本に記載された日付を採用した。なお、『エヴォラ版日本書翰集』には「11月12日」とあり、書翰の日付が異なる。
※8 このとき、二条邸・百万遍知恩寺・大徳寺を見学したと推定される。五野井隆史『ルイス・フロイス』（吉川弘文館、2020年)を参照。
※9 1566年３月17日付アルメイダ書翰について、松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅲ期第３巻は「平戸より」と表題をつけており、アルメイダがこの時

点で平戸にいるように読める。しかし、同年10月20日付アルメイダ書翰において、アルメイダが伝聞として平戸に関する同様の情報を記しているため、アルメイダ自身
は平戸には行っていないと判断される。

※10 1567年10月13日付アイレス・サンシェスの書翰では志岐鎮経が洗礼を受けたのは９月と記すが、同年10月20日付アルメイダの書翰の追記には、この書翰を認めた後
で志岐鎮経が受洗した旨が記されているため、鎮経の受洗は10月20日、あるいはその直後と考えられる。

※11 『日本史』第１部92章によれば、カブラルは大村の後に鈴田村を訪れている。アルメイダも同地に同行していたと推定されるが、自身の書翰では鈴田訪問について言及し
ていない。

※12 1571年９月22日付カブラルの書翰によれば、本年、カブラルは豊後、志岐にも訪問している。これらの行程にアルメイダが同行していた可能性は高いが、推測にとどまる。
※13 天草と高来いずれを先に訪れたかは不詳。
※14 1577年９月１日付フランシスコ・カブラルの書翰によれば、有馬義貞の死去は聖アンドレアの祝祭から約22日後のこと、すなわち1576年12月下旬であると読める。
※15 ルイス・フロイス『日本史』第２部37章には、山川港に滞在していたとの言及がある。
※16 このときヴァスは、16年前にアルメイダが洗礼を授けた守将と会っており、アルメイダも同席した可能性はある。
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平戸

度島生月島

春日

獅子

飯良
いいら

いきつきしま
たくしま

平戸周辺拡大図

①平戸→山口
②平戸→府内
③府内→平戸
④平戸→府内
⑤府内→朽網
⑥朽網→府内
⑦府内→博多
⑧博多→度島
⑨度島→生月島
⑩生月島→獅子
⑪獅子→飯良
⑫飯良→春日
⑬春日→生月島
⑭生月島→平戸
⑮平戸→生月島
⑯生月島→度島
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和暦年 西暦年 月日・時節 事　項 年齢
天正6年 1578年 12月11日 病気のため務志賀付近に滞在。大友宗麟の敗走を受け、豊後に向かう。 53

老齢と病気のためカブラルから駄馬を与えられ、宗麟より遅れて豊後に到着する。途上、フロイスと再会。
天正8年 1580年 マカオにて。司祭に叙階され、ドン・ミゲル・ダ・ガーマの船で長崎に帰着。天草に赴く。 55

天正9年 1581年末 長崎にて。アレッサンドロ・ヴァリニャーノ巡察師が挙行した会議に参席。 56

天正10年 1582年 病床にあるドン・ミゲル（天草鎮尚）に付き添う。鎮尚が死去し、葬儀を営む。
副管区長ガスパル・コエリュ司祭の命で薩摩に派遣され、島津義久に会う。鹿児島に滞在するための地所を与えられる。
仏僧の妨害に遭い、義久の命で薩摩を退去し、コエリュが滞在する高来に向かおうとする。

57

天正11年 1583年 10月 天草にて死去。司祭たちによって盛大な葬儀が営まれる。 58

※1 海老澤有道『切支丹の社會活動及南蠻醫學』（冨山房、1944年)を参照。
※2 この年、日本に来航したポルトガル商船は、ドゥアルテ・ダ・ガマの船のみであるが、その他私貿易の船は多く往来していたと考えられる。もしアルメイダがガマの船

に同乗していたと推測するならば、上川を出発、８月14日に鹿児島に到着し、平戸に向かったことになる。
※3 1555年11月20日付のフェルナンデス・メンデス・ピントの書翰と、1555年11月23日付のメルシオール・ヌーネス・バレトの書翰には、彼らが乗る船がシンガポール

海峡で座礁し、付近に停泊していたルイス・デ・アルメイダを船長とする船により救助されたことが記されている。また、パタニにて、アルメイダが現地の船の乗組員
60人以上を殺害し、船を焼き払ったことが記録されている。さらに、1556年１月７日付のルイス・フロイスの書翰には、バレトとともに、広東に到り、捕囚解放に尽
力したことが載る。これらの書翰に登場する船長・アルメイダと、本年表で扱うアルメイダを同一人物とみるか否かは、見解が分かれる。

※4 府内にはイエズス会の敷地が２か所あり、宣教師の書翰にはそれぞれ「上の地所」「下の地所」と表記されている。このとき、病院が建設されたのは「下の地所」にあたり、
1553年に大友義鎮（宗麟)から与えられた土地である。同年に十字架を立て、教会も建設したとみられる。なお、「上の地所」は1556年にイエズス会が購入した
土地で、「下の地所」に隣接し、同年11月１日、200人以上が収容できる教会が建設されたと記録されている。1557年10月29日付ガスパル・ヴィレラの書翰、1559年11
月１日付バルタザール・ガーゴの書翰、および鹿毛敏夫『大友義鎮―国君、以道愛人、施仁発政―』（ミネルヴァ書房、2021年)を参照。

※5 1560年１月15日付メルシオール・ヌーネス・バレトの書翰に、アルメイダについての言及がある。この時期、中国の商品を日本で交易し、司祭たちの運営費にあて、日
本語をすでに解していたと記されている。

※6 1561年10月８日付ファン・フェルナンデスの書翰、およびフロイス『日本史』第１部30章では、キリスト教徒にしたのは60人とある。
※7 ローマ・イエズス会文書館の古写本に記載された日付を採用した。なお、『エヴォラ版日本書翰集』には「11月12日」とあり、書翰の日付が異なる。
※8 このとき、二条邸・百万遍知恩寺・大徳寺を見学したと推定される。五野井隆史『ルイス・フロイス』（吉川弘文館、2020年)を参照。
※9 1566年３月17日付アルメイダ書翰について、松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集』第Ⅲ期第３巻は「平戸より」と表題をつけており、アルメイダがこの時

点で平戸にいるように読める。しかし、同年10月20日付アルメイダ書翰において、アルメイダが伝聞として平戸に関する同様の情報を記しているため、アルメイダ自身
は平戸には行っていないと判断される。

※10 1567年10月13日付アイレス・サンシェスの書翰では志岐鎮経が洗礼を受けたのは９月と記すが、同年10月20日付アルメイダの書翰の追記には、この書翰を認めた後
で志岐鎮経が受洗した旨が記されているため、鎮経の受洗は10月20日、あるいはその直後と考えられる。

※11 『日本史』第１部92章によれば、カブラルは大村の後に鈴田村を訪れている。アルメイダも同地に同行していたと推定されるが、自身の書翰では鈴田訪問について言及し
ていない。

※12 1571年９月22日付カブラルの書翰によれば、本年、カブラルは豊後、志岐にも訪問している。これらの行程にアルメイダが同行していた可能性は高いが、推測にとどまる。
※13 天草と高来いずれを先に訪れたかは不詳。
※14 1577年９月１日付フランシスコ・カブラルの書翰によれば、有馬義貞の死去は聖アンドレアの祝祭から約22日後のこと、すなわち1576年12月下旬であると読める。
※15 ルイス・フロイス『日本史』第２部37章には、山川港に滞在していたとの言及がある。
※16 このときヴァスは、16年前にアルメイダが洗礼を授けた守将と会っており、アルメイダも同席した可能性はある。
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①豊後→臼杵
②臼杵→豊後
③豊後→島原
④島原→口之津
⑤口之津→福田
⑥福田→大村
⑦大村→福田
⑧福田→口之津
⑨口之津→島原
⑩福田→口之津
⑪口之津→福田
⑫福田→大値賀
⑬大値賀→奥浦
⑭奥浦→大値賀
⑮大値賀→奥浦
⑯奥浦→福田
⑰福田→口之津
⑱口之津→志岐
⑲志岐→臼杵
⑳長崎
㉑口之津
㉒志岐→河内浦
㉓河内浦→﨑津
㉔﨑津→河内浦
㉕河内浦→日田
㉖日田→口之津
㉗口之津→高瀬
㉘高瀬→日田
㉙日田→？（大内
　輝弘の滞在地）

㉚？（大内輝弘の
　滞在地）→秋月
㉛秋月→豊後
32豊後→臼杵
33臼杵→豊後
34豊後→日田
35日田→秋月
36秋月→高瀬
37高瀬→有馬
38有馬→口之津
39口之津→大村
40大村→長崎
41長崎→口之津
42口之津→高瀬
43高瀬→秋月
44秋月→？
　（博多近辺）
45？（博多近辺）→
　平戸
46平戸→志岐
47志岐→樺島
48樺島→志岐
49志岐→福田
50福田→長崎
51長崎→大村
52大村→口之津
53口之津→島原
54島原→秋月
55秋月→博多
56博多→平戸

57平戸→五島
58博多→天草
　（本渡）
59有馬→島原
60島原→口之津
61口之津→有家
62有家→有馬
63有馬→口之津
64口之津→天草
　（河内浦）
65天草（河内浦）
　→高来
66高来→有馬
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73鹿児島→臼杵
74臼杵→保戸島
75保戸島→土持
76土持→務志賀
77務志賀→豊後
78長崎→天草
79長崎
80天草（河内浦）
　→鹿児島
81天草（河内浦）
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平戸

府内
（大分市）

朽網

博多

度島

生月島
春日
獅子

飯良

鹿児島

阿久根

市来

坊津

横瀬浦
（西海市）

大村

島原

口之津

臼杵

高瀬

川尻

有馬

姪浜名護屋

福田

大値賀

奥浦

志岐

長崎

河内浦

﨑津

日田

秋月

樺島

高来

本渡

土持
（延岡市）

保戸島

務志賀
（無鹿）

？

有家

おおちか

豊　後

五　島　列　島

天　草

薩

　
摩

①豊後→臼杵
②臼杵→豊後
③豊後→島原
④島原→口之津
⑤口之津→福田
⑥福田→大村
⑦大村→福田
⑧福田→口之津
⑨口之津→島原
⑩福田→口之津
⑪口之津→福田
⑫福田→大値賀
⑬大値賀→奥浦
⑭奥浦→大値賀
⑮大値賀→奥浦
⑯奥浦→福田
⑰福田→口之津
⑱口之津→志岐
⑲志岐→臼杵
⑳長崎
㉑口之津
㉒志岐→河内浦
㉓河内浦→﨑津
㉔﨑津→河内浦
㉕河内浦→日田
㉖日田→口之津
㉗口之津→高瀬
㉘高瀬→日田
㉙日田→？（大内
　輝弘の滞在地）

㉚？（大内輝弘の
　滞在地）→秋月
㉛秋月→豊後
32豊後→臼杵
33臼杵→豊後
34豊後→日田
35日田→秋月
36秋月→高瀬
37高瀬→有馬
38有馬→口之津
39口之津→大村
40大村→長崎
41長崎→口之津
42口之津→高瀬
43高瀬→秋月
44秋月→？
　（博多近辺）
45？（博多近辺）→
　平戸
46平戸→志岐
47志岐→樺島
48樺島→志岐
49志岐→福田
50福田→長崎
51長崎→大村
52大村→口之津
53口之津→島原
54島原→秋月
55秋月→博多
56博多→平戸

57平戸→五島
58博多→天草
　（本渡）
59有馬→島原
60島原→口之津
61口之津→有家
62有家→有馬
63有馬→口之津
64口之津→天草
　（河内浦）
65天草（河内浦）
　→高来
66高来→有馬
67有馬→口之津
68口之津→有馬
69有馬→口之津
70口之津→本渡
71本渡→口之津
72口之津→鹿児島
73鹿児島→臼杵
74臼杵→保戸島
75保戸島→土持
76土持→務志賀
77務志賀→豊後
78長崎→天草
79長崎
80天草（河内浦）
　→鹿児島
81天草（河内浦）
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